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Abstract
The green turban Turbo marmoratus Linnaeus, 1758 

(Gastropoda: Vetigastropoda: Turbinidae) is recorded 
based on a specimen collected from the intertidal 
rocky shore of Makurazaki City, Kagoshima Prefec-
ture, southern Japan. This study represents the first re-
cord of T. marmoratus from the Kagoshima mainland 
based on the specimen.

はじめに
ヤコウガイ Turbo marmoratus Linnaeus, 1758（腹

足綱古腹足目サザエ科）は，インド -西太平洋の

温暖な海域に広く分布する（Poutiers, 1998）．殻

幅と殻高は共に 200 mmに達し，殻を含めた重量

は 2.0–2.5 kgにもなるサザエ科最大の種である

（Yamaguchi, 1993；山口ほか，1995）．わが国にお

いては，沖縄県から鹿児島県の屋久島，種子島沿

岸まで分布し，水深 10–30 mの岩場に多い（佐々

木・奥谷，2017）．古くから軟体部は食用，殻は

螺鈿細工や装飾品の材料として用いられてきた

（猪狩ほか，2001）．本研究では，鹿児島県薩摩半

島南部に位置する枕崎市沿岸において採集され

た，ヤコウガイについて報告を行う．

材料と方法
ヤコウガイの生鮮個体は，2020年 5月 24日の

大潮の干潮時における磯歩きにより採集された．

その後，軟体部を除去して殻と蓋のみを乾燥標本

とし，デジタルカメラによって色彩や形態を記録

した．殻高と殻幅は，デジタルノギスを用いて計

測した．本標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に登録および保管されている．なお，

ヤコウガイの分類と学名は MolluscaBase (2020)

に，標準和名は佐々木・奥谷（2017）に従った．

結果と考察
本研究では，枕崎市沿岸（31°15′N, 130°20′E）

の潮間帯岩礁域より，ヤコウガイ 1個体（KAUM–

MO–2818）（図 1）が採集された．本個体は，殻

高 56.18 mm，殻幅 49.24 mmであり，殻と蓋の形

態および色斑は佐々木・奥谷（2017）で示された

特徴によく一致する．

鹿児島県では奄美大島，加計呂麻島，徳之島，

沖永良部島，与論島沿岸において，孵化後約

200–1,250日，殻高 6.5–80 mm程度に飼育された

ヤコウガイ種苗の放流が，過去 20年以上に渡り

実施されてきた（例えば山中ほか，1994；脇田ほ

か，1999；猪狩・村田，2008；眞鍋ほか，2015）．

放流は鹿児島県本土沿岸では実施されていないこ

とから，本研究で枕崎市沿岸で採集された 1個
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体は自然分布個体であると考えられる．

山中ほか（1995a）は，水槽飼育されたヤコウ

ガイの放流用種苗 600個体が，孵化後 527日で平

均殻高 27.35 mmに達したとしている．猪狩ほか

（2001）は，徳之島沿岸域において放流されたヤ

コウガイ種苗を追跡調査し，野外における成長速

度について明らかにした．それによれば，現地で

は殻高 30 mm程度の個体の多くは，放流後 300

日前後で殻高 60 mm程度に達する．また，脇田

ほか（1998b）は，孵化後 905日の放流用種苗 1

個体が，殻高 54.4 mmであったと記録している．

これらの事から，今回枕崎市沿岸で採集された 1

個体は，孵化後 3年近くが経過していると推測さ

れる．但し，前述の種苗用個体は，冬季にも水温

が 20℃以上に加温された環境下で飼育されたた

め（山中ほか，1995b；脇田ほか，1998a），今回

野外から得られた個体より若干成長が早い可能性

がある．ヤコウガイは，南西諸島では殻幅 120 

mm（殻高 121 mm）程度の大きさで成熟するこ

とが知られるため（山口ほか，1995；猪狩ほか，

2001），枕崎市沿岸産個体は未成熟であったと考

えられる．

ヤコウガイは，東アフリカ（ケニヤ，タンザ

ニアなど）やインド洋の島嶼（マダガスカル，セ

イシェル諸島，モーリシャス，チャゴス諸島，ア

ンダマン・ニコバル諸島，メルギー諸島など），

東南 -東アジア（インドネシア，マレーシア，タ

イ，フィリピン，日本など）及びオセアニア（パ

図 1．枕崎市沿岸産ヤコウガイ（KAUM–MO–2818）（殻高 56.18 mm，殻幅 49.24 mm）．A–D，殻；E，F，蓋．スケールバー：
10 mm．

Fig. 1. Turbo marmoratus Linnaeus, 1758, shell height: 56.18 mm, shell width: 49.24 mm, collected from the intertidal shore of Makurazaki 
City, Kagoshima Prefecture, KAUM–MO–2818. A–D, shell; E, F, operculum. Scale bar: 10 mm.
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プアニューギニア，ソロモン諸島，バヌアツ，フィ

ジーなど）の沿岸に広く自然分布するとされる

（Yamaguchi and Kikutani, 1989；Yamaguchi, 1993；

山口ほか，1995）．また，フランス領ポリネシア

へは 1960年代に，トンガへは 1990年代に日本や

バヌアツから人為的な移入が行われ，定着してい

る（Yamaguchi, 1993；Kikutani et al., 1995）．わが

国の南西諸島沿岸はヤコウガイの分布域北限付近

の海域であり，屋久島や種子島沿岸が実質的な北

限であるとされてきた（佐々木・奥谷，2017）．

本研究は，標本に基づく枕崎市および鹿児島県本

土沿岸からのヤコウガイの初記録となる．枕崎市

の漁業者からは，近年は稀に近海でヤコウガイが

漁獲されるという情報が得られている．しかし，

今回採集された個体は未成熟と考えられるため，

ヤコウガイの個体群が枕崎市沿岸に定着し繁殖し

ているかについては不明であり，今後調査を行う

必要がある．
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